
Fig.1 A schematic diagram of experimental set-up.  
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研究背景 

大強度陽子加速器施設 J-PARCでは線形加速器

(LINAC)で加速した H-を円形加速器(RCS)に入射

し，荷電変換フォイルで H+に変換することで周

回陽子ビームを形成している．加速器全体の運転

信頼性は荷電変換フォイルの寿命に大きく依存

するため，フォイルの劣化原因を調べ，寿命向上

を目指す研究が行われている．本研究の目的は市

販のフォイルの 250 倍の寿命を示す[1]と報告さ

れているボロンドープカーボンフォイルについ

て，その高耐久性の原因を明らかにすることであ

る．これまでに XRD で解析した結果，

ECR-PECVD 法と直流スパッタリングの薄膜は

同じ結晶構造を持ち薄膜の組成がほぼ同じであ

ること，アーク放電の薄膜は B4C の割合が

ECR-PECVD，直流スパッタリング，アーク放電

の 3 つの成膜法の中で最も高いことが分かった．

実際のフォイルは低圧真空アーク放電で生成さ

れている．これに対して Fig.1 に示す本実験で使

用する装置では，現在安定性の見地から H2ガス

を導入した形でフォイルを形成している． 

 

研究概要 

 成膜にはアーク放電電極にボロン含有率を 0，

3，20 %に変化させた炭素ロッドを用いる．アー

ク蒸着を安定して行うため水素雰囲気下で高圧

アーク放電特性を調査した結果を Fig.2 に示す．

今回電極にはボロン 20 %含有炭素ロッドを用い， 

 

電極の間隔が 0.2 mm，0.5 mmの 2 ケースについ

て，ガス圧を 40~280 Pa まで 40 Pa 毎に変化させ

た．実験の結果より電極間が 0.5 mmの場合，ガ

ス圧 80~200 Paで放電可能であった．電極間が 0.2 

mmの場合はガス圧 40 Paから放電が可能であり，

ガス圧の増加に対し放電開始電圧がゆるやかに

減少する傾向が見られた． 現在 Fig.1の矢印に示

すように放電電極を真空中で調節できるよう装

置改造を行っており，より低電圧での放電を試み

る． 
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Fig.2 Gas pressure characteristics of arc  
discharge voltage. 
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